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小平市総合戦略提案書 

                      関 幸子 

■ まち 

１ 市内大学との連携 

   小平市内には、複数の大学がありその特色を生かして連携を図る。 

①  都市デザイン 

 小平市のイメージは従来、多摩地域の中にあって、どちらかというと緑と

農地が多く、暮らしすいがあか抜けないイメージとなっている。また、景観

の美しさや、洗練されたデザイン性はあまり語られてきていない。 

武蔵野美術大学には、空間演出デザイン、建築学科、視覚デザイン学科など

があることから、連携して景観デザイン、カラーデザイン等の知見を活かし

て景観マニュアルなどを導入する。それにより施設や個人住宅などの新築、

建て替え時に指針に沿って実施し、若者が住みたくなる、引っ越してもいい

という、都市デザインの考え方を導入する。 

 

②  地域ブランド、若い人材のまちづくりへの参加 

（民間、大学生への支援制度新設） 

 津田塾大学：国際関係学科、情報科学科、 

嘉悦大学：ビジネス創造学部、 

白梅学園：発達臨床学科、家族・地域支援学科ソーシャルワーカ育成 

一橋大学：国際共同研究センター 

文化学園：現代文化学部・国際文化研究科 

若い学生の視点で、小平市の点検や発見をしてもらい、農産物、福祉、保育、

経営、国際化、観光などの視点から新たな産業を創出するための、支援制度を

創出する。同時に武蔵野美術大学の学生と組んだ、デザイナー等のデータベー

スも構築する。 

 地域ブランド創出には、プロジェクトマネジャーの存在が不可欠であり、そ

の人材も確保する。 

 

２ 住宅のリノベーション支援（資産再投資促進） 

  金融機関と連携して、空き住宅や賃貸アパートのリノベーション、建て替

えを促進する。例えばシェアハウス化（テーマ別：本が好き、猫が好き）や

若いファミリー層向けに特化したものには整備費の支援を行う。 
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■ ひと 

１ 出会いや結婚の促進 若者が自ら企画できる体制づくり 

 都市の特色は若い人が多いということにある。そこで、結婚へのきっかけや

出会いが生まれるような仕掛けを創出する。 

 商店街のまちコン等の大人がしかけるのではなく、若い人たちが自ら企画で

きるように、予算と時間と場所を提供する。 
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■ しごと 

１ 創業、ソーシャルビジネス企業等インキュベーション施設の整備 

  女性、高齢者、学生などが生活の身近な地域で創業や新たな事業展開が可 

能にできるように、廉価のインキュベーションオフイスの整備を行う。 

行政が整備するだけでなく民間が取り組む施設整備へも支援を行う。 

新築だけでなく、空き店舗や空家をリノベーションするなどの資産を活用 

する。 

・ 小規模オフイス    

・ レストラン、ショップ型 インキュベーション等多様性を持たせる 

 

２ 農業、生産緑地の保全 

  小平市を最も魅力的にしているのは、住宅と共存してきた農地や生産緑地 

の存在である。今後、農家の高齢化や遺産相続などで、農転による宅地化

へ 

の流れが加速すると予測される。 

そこで、農協と連携して、 

①  生産を主とする農地 

②  市民農園等市民が農業に親しむ農地 

③  公園や緑地として都市の緑を保全する農地 等 

カテゴリー分け、地区ゾーニングを示して、農地の消滅を防ぐ。 

  以上のカテゴリー仕分けは、現行の法律では、農地保全が不可能である。 

  そこで、 

  都市型農業の在り方などを調査研究し、国などに制度新設や制度改正への

提案を行うなど、小平市から新たなアクションを起こす必要がある。もし

くは国家戦略特区などの制度を活用して、都市型農業を継続する。 

制度調査研究会の実施、提案 

 



多摩ＣＢネットワーク分科会 

      

 
秋のRESASカフェでは、農地分析などの農業マップや外国人の訪問分析が可能な観光マップ、稼ぐ力分
析などの産業マップが新たに追加されました。新バージョンを共有しながら内容を深めるため、多摩
地域の各地で分科会を開催いたします！ どなたでもお気軽にご参加ください。 

『ひのたまRESAS妄想会議 Ver.2  
～RESASが描く日野の未来をHAPPYにするアイディア～』 

主催：ひの元気プロジェクト 
RESASって何？バージョンアップ情報と日野市の現状分析・将来予測を発表後、日
野の未来をHAPPYにするアイディアをみんなで出し合います。 

■問合せ（山田芳子）dm@aranami-sr.com 090-2228-0479  
  【申込】https://ssl.form-mailer.jp/fms/8dc5128f238630  

      

『BAR RESAS～飲んで、学んで、もっと分かるリーサス！日替わり 
マスターによるリーサス活用事例も！～』 

主催：MyStyle@こだいら  
RESASって何？どんな場面で使えるの？RESASなら任せて！こんな使い方をして
みたよ！飲みながらゆるりと語り合いませんか？ 
3人の日替わりマスターがそれぞれの関心テーマでRESASトークを繰り広げます。 

■問合せ（竹内千寿恵）jimukyoku@mystyle-kodaira.net 
  【申込】http://mystylehatalabo.wix.com/barhatalabo 
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『西東京RESAS カフェ』 
主催：チーム20分ですむまち西東京  

お茶を飲みながら気軽に、様々な「データ（仕事、福祉、買い物、子育て、高齢者、
交通、観光等）」をネタに、西東京の未来のまちを描きましょう。実際の活用方法
もご紹介！」 

■問合せ（若尾健太郎）kentaro.wakao@uni-coco.com 080-6709-2403 
    FAX  042-439-3466 【申込】http://goo.gl/forms/5lg414N05d 

【開催予定】 
八王子市     主催：8-beat 
 
  

 
 
 

      

『Oターン×RESASアイディアソンⅡ 
            ～土曜の午後は、お茶を片手にまち談義～』 

主催：好齢ビジネスパートナーズ  
今回も、2地域間の連携活動（Oターン）による地域活性化を考えます。RESAS 2.0
を活用して、行動の加速と深化を目指そう！ 

■問合せ・申込（米川充）info@korei-bp.com 
 

      

『朝から妄想会議＆RESASカフェ』 
主催：調布アットホーム  

朝から妄想会議では、ついに代表石原靖之が2016年4月に立ち上げる「多摩メディ
アセンター（運営会社/GOODLIFE TAMA）の全貌が語られます。 
後半では「RESAS」の最新事情を紹介するワークショップを行います。 

■問合せ・申込（石原靖之）office.chofuathome@gmail.com 
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「地方創生☆政策アイデアコンテスト2015」
最終審査会＆表彰式

大学生以上一般の部に西東京市のチームが進出！

• 西東京市民と株式会社エフエム西東京・西東京市民チーム
「「さらに良質なベッドタウン24」をめざして」

●最終審査会＆表彰式 開催概要

• 開催日時：平成27年12月13日（日）12：30～15：30

• 開催場所：東京大学 伊藤国際学術研究センター 伊藤謝恩ホー
ル（定員：400名）

• 参加費：無料

http://expo.nikkeibp.co.jp/bdc/resas/contest2015/

●コンテスト概要

• 募集テーマ：地域の現状・課題について、「地域経済分析システム
（RESAS：リーサス）」を使って分析し、そのうえで解決策とな
るような政策アイデア
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